平成２６年度　第１２回人事委員会会議結果
	１　開催日時


　　　平成２６年９月２２日（月）午前１０時～１０時２０分
	２　開催場所


　　　人事委員会委員室（県庁第二庁舎７階）
	３　出席者


【人事委員】

　　委 員 長    曽　我　紀　厚

　　　　　委　　員　　上　田　博　久
　　【事務局職員】　

　　　　事務局長　　三王寺　由　道　　次長兼任用課長　　谷　口　正　博

　　　　給与課長　　吉　野　一　朗　　係　　長　　　　　有　岡　博　己　　

　　　　係　　長　　向　井　京　子　　係　　長　　　　　河　村　　　淳　　

　　　　係　　長　　玉　野　明　子

【傍聴者】　　　なし
	４　議　題


    議案第１号　選考により採用することができる職に係る承認について（変更）

　　議案第２号　選考により昇任させることができる職に係る承認について

　　議案第３号　職員の採用選考について

	５　議事の公開・非公開


　　議案第１号及び第２号を公開とし、議案第３号を非公開とした。
	６　議　事


　１　議案第１号

選考により採用することができる職に係る承認（変更）について、事務局が説明し、原案のとおり決定した。

【説　明】

　平成26年９月12日付第201400094579号で承認した職員の任用に関する規則第19条第２項の規定に基づく選考職の承認について、鳥取県教育委員会から変更申請があり、適当と認められるので申請のとおり承認しようとするもの。

①　申請のあった職

　　学芸員又は学芸員の職務に準ずる職務に従事する職員（地学担当、生物担当）

②　採用予定者数

　　２名（地学担当、生物担当各１名）

③　採用予定日

　　平成27年４月１日

④　変更内容

　(１)　受験資格から学芸員資格を削除する。

　(２)　職種区分を「地学担当」「生物担当」とに明確化する。

⑤　変更理由

　(１)  地学・生物などの自然分野において学芸員の資格を有している者は比較的少なく、有資格者に

　　　限定した場合、一定数の受験者数の確保が困難となる可能性があるため。

　(２)　専門性がそれぞれ異なるため、募集職種の区分として明確化する。

⑥　選定方法

　　教育委員会において任用候補者選定のための試験を実施。

　(１)　試験内容

　　ア　第１次試験

　　　・論文審査：これまでの研究業績等に関する論文審査

　　イ　第２次試験

　　　・論文試験：博物館職員として必要な識見、思考力、表現力などの能力についての筆記試験

　　　・人物試験：個別面接による人物及び専門的知識についての口述試験

　(２)　受験資格

　　　　次のア及びイの要件をいずれも満たす人に限る。

　　ア　昭和50年４月２日以降に生まれた人（40歳以下）

    イ　大学又は大学院において、次のいずれかの担当に応じた分野を専攻して卒業（修了）した人又

　　　は平成27年３月31日までに卒業(修了)見込みの人

　　(ア)　地学担当　地形・地質、古生物等に関する分野

　　(イ)　生物担当　生物に関する分野

⑦　人事委員会の判断

　　上記の職は、「常に選考によるものとするが、実施に当たりあらかじめ人事委員会の承認を要するも　　

　の」として整理されている職であり、また選定方法も適当であると判断する。

【質　疑】

委　員　

　　承認せざるを得ないと思うが、これはイージーミスではないか。

事務局

　　それについては厳しく指導したところである。

委　員

　　なぜ間違いに気付かれたのか。

事務局

　　受験案内の最終校正段階で博物館から意見があったと聞いている。

委　員

　　内部できちんとチェックしていただくよう伝えていただくということで承認して良いか。

委　員

　　良い。

　２　議案第２号

　　　選考により昇任させることができる職に係る承認について、事務局が説明し、原案のとおり決定

　　した。

【説　明】

　職員の任用に関する規則第20条第２項の規定に基づく選考職の承認について、鳥取県警察本部長から申請があり、適当と認められるので申請のとおり承認しようとするもの。

①　申請のあった職

　　術科指導係長

②　昇任予定者数

　　１名

③　昇任予定日

　　平成26年10月１日

④　申請理由

    警察術科教養は、県民及び自らの生命、身体を守る技能と悪に立ち向かう強い精神力を醸成するこ

　とを目的として剣道、柔道等の技能の向上に取り組んでいる業務である。

    今回、選考しようとする職である術科指導係長は、警察術科教養における特別術科訓練員の指導者

　として武道に関する特殊な知識、技能及び経験を有する者であることが必要であり、主に、捜査実務

　を重視した通常の競争試験による昇任試験にはなじまないため、選考により昇任させようとするもの

　である。

⑤　選定方法

　　警察本部において任用候補者選定のための特別選考を実施。

　(１)　選定方法

　　　　書面審査　勤務評定書等に基づき職務内容に必要な経歴、実績、技量等について審査

　(２)　選定基準

　　　　勤務成績が優秀な主任及び同相当職で年齢が50歳以上の者

⑥　人事委員会の判断

　　警察官のうち、課長補佐級以下の職への昇任については、規定上、警察官特別昇任選考基準に適合

　する職員の職を選考により昇任させることができるとされているが、現在、原則として、警察本部が

　実施する昇任試験の結果に基づき昇任が行われている。

　　本来、昇任については、公正で客観的な能力実証が担保できる競争試験によることが望ましいが、

　本件については、武道の指導者という特殊な職について、法律科目を試験内容の中心とする昇任試験

　によっては適格者を選抜することが困難であるため、特別に選考により昇任させようとするものであ

　り、警察本部としても、原則として昇任試験によるという基本的な考え方を変えるものではない。

　　申請のあった職は、「常に選考によるものとするが、実施に当たりあらかじめ人事委員会の承認を要

　するもの」として整理されている職であり、また選定方法も適当であると判断する。

【質　疑】

委　員

　　今までに警察以外でもこういう事例はないのか。

事務局

　　近年はない。基本的に昇任試験は警察でしか行っていない。

委　員

　　１０月１日昇任予定ということは、誰を昇任させるかは既に想定があるのではないか。

事務局

　　剣道が専門の方と聞いている。

委　員

　　これまでは昇任試験により昇任させているということか。

事務局

　　規定上は、昇任試験でも選考でもどちらによっても昇任させることができるとなっているが、警察

　庁からの指導もあり、基本的に昇任試験でもって昇任させている。

委　員

　　その方は昇任試験に受かりにくいということか。

事務局

　　受けていただけないということのようだ。高齢の方ということもある。

委　員

　　これは選考実施の承認であるが、通常一定の役職以上の方については、別途実際に昇任させること

　についての承認の申請が来ると思うが、本件もそういった手続きはあるのか。

事務局

　　あるが、事務局長決裁である。

委　員

　　了解した。それでは議案はこれで良いか。

委　員

　　良い。

　３　議案第３号

　　　職員の採用選考について、事務局が説明し、原案のとおり決定した。

	７　次回の人事委員会の開催


　　平成２６年９月２６日（金）午後２時から開催することとした。
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